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國
妊 婦 の 羊 水 検 査1関 す る 意 思 決 定

NTT東 日本札幌病院

荒木 奈緒

抄 録

羊水検査に関する意思決定は,検 査の適応妊娠週数と人工妊娠中絶の可能な期間という時間的

制限の中で,倫 理的判断を迫 られるという特徴がある。本研究は,妊 婦の羊水検査に関する意思

決定の状況を把握することを目的とした。A市 内3施 設の妊娠22～26週 の妊婦を対象としアン

ケー ト用紙を配布 し,郵 送法にて回収し,87名 から有効な回答が得 られ,以 下のことが明らかと

なった。

ユ)意思決定に際して妊婦にとって重要であったことは,検 査の精度や安全性 検 査結果 ・家族意

見の尊重であった。

2)検 査に関する悩みは,検 査を受けるかどうかにかかわらず,胎 児への思いや人工妊娠中絶に対

する自己の感情 と葛藤であった。

3)検 査に関する情報内容は,検 査の目的・方法 ・副作用が中心であり,疾 患の知識や障害児の生

活,公 的支援に関する情報は極めて少なかった。

4)検 査を、受けるか否かの結論を出すのが難しかった妊婦は,「夫支配型」次いで 「自律型」の夫

婦関係が多かった。

以上のことから,夫 婦の関係性や夫婦各人の検査に対する認識を把握したうえで,妊 婦の主観

や感情を受け止める必要がある。また,疾 患や障害児育児に対する偏 り.のない情報を提供するこ

とが看護援助として重要と考える。

キーワー ド:羊 水検査,意 思決定,妊 婦の感情

工.緒

近年,女 性の出産年齢の高齢化に伴って,羊 水

検査を受ける妊婦が増加 している。妊婦が羊水検

査に関する情報提供を受け,検 査を受けるか否か

を決定する過程には,選 択的妊娠中絶の可能な時

期との時間的制限,命 に対する価値観 倫理観・信

条や信仰との問題,家 族の意見の検討,子 どもの

将来への不安など,多 くの葛藤が存在するL2)。

しかし,わ が国における出生前診断を受けるか

否かを検討する妊婦に対する支援は確立されたと

はいえず,妊 婦の葛藤や意思決定にかかわる因子

についての検討は十分になされていない。妊婦の

羊水検査を受けるか否かの意思決定の現状を明ら

かにすることは,倫 理的な判断を迫られ苦悩する

女性を支える援助を構築するうえでの起点となる

と考える。

そこで,妊 婦の羊水検査に対する意思決定の現

状をアンケー ト調査 し,そ の結果を意思決定にか

かわる因子から分析 し,妊 婦への援助について検

討 したので報告する。

本研究において意思決定とは自分の思いを明確

にし,判 断,決 定していくことと定義する。

∬.研 究方法

1.調 査期間

2002年7月1日 ～8月31日

2.調 査対象

A市 内の3施 設において妊娠健診を受けている,

妊娠22～26週 の妊婦で質問紙調査に参加協力の

得られた者とした。施設によって羊水検査に対す

る情報提供はさまざまであるため,施 設選定にお
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いて妊娠初期に羊水検査を含めた出生前診断に関

する情報提供を行っている施設を対象 とした。ま

た,対 象者の妊娠週数の選定では,人 工妊娠中絶

を選択することが可能な時期にこの調査をするこ

とによって起こる心理的動揺を避けるために妊娠

22週 以降と設定した。

3.調 査方法

対象の妊婦健診時に研究者もしくは施設の健診

担当者が質問紙 ・同意書 ・返信用封筒を配布 し,

後日郵送法にて回収した。

4.調 査項目および測定用具

質問紙は無記名 ・自記式で,内 容は妊婦の背景

(年齢 ・分娩歴 ・学歴 ・職業 ・不妊治療の経験 ・情

報量と情報源),意 思決定の様相(意 思決定プロセ

ス,夫 婦勢力関係),羊 水検査に対する悩みの有無

で構成した。測定用具は以下を用いた。

①意思決定プロセスはマーク・ラドフォードら3)

が作成した決断を下す時に重要であった要因を明

らかにするためのユ0項目を用いた。各項目に 「全

く大切でなかった」から 「全く大切であった」ま

での5段 階の間隔尺度からなる選択肢を設け1点

～5点 と得点化した。これらの項目を5つ の要因,

「熟慮」1意思決定において考えられる選択肢を十

分に検討したうえで個人の活動や行為を強調する

こと,「集団の尊重」:意思決定において他者の役

割を強調する,「利益と損失」:個人としてまた自

分の所属する社会集団にとっての損得を強調する

こと,「前入の伝統と業績」1過去の体験 ルール・

伝統的価値を強調すること,「感情と直感」:感情・

情緒 ・直感を強調すること,に 分類 し要因ごとに

平均点を算出した。

②夫婦勢力関係については伊藤冨美4)が作成 し

た家庭内における意思決定のなされ方を通じて夫

婦の勢力関係を測定する尺度を用いた。夫と妻に

おけるそれぞれの権威の及ぶ範囲と程度と,夫 と

妻が共有する権威の程度から家族の類型をとらえ

ようとした尺度である。回答結果から4つ 類型

「夫支配型」:夫の権威の範囲が妻のそれよりもか

なり大きい家庭,「協調型」:夫 と妻の権威の及ぶ

範囲と程度がほとんど平衡 し共有する範囲が等し

いか大きい家庭,「自律型」:夫 と妻の権威の及ぶ

範囲と程度がほとんど平衡 し共有する範囲が狭い,

〔母 性衛 生 ・第48巻4号 ・

「妻 支 配型 」:妻 の権 威 の範 囲 が夫 の それ よ りもか

な り大 きい家 庭,に 分類 した。

③ 羊 水 検査 に関す る情報 の 内容 は市 川 ら5)の 調

査 を参 考 に し,研 究者 が作 成 した11項 目を使用 し

た 。各 項 目に 「知 って い る」「知 らな い」の選択 肢

を設 け 「知 ってい る」 に1点 「知 らない」 にO点

と採点 した。 、

測 定 用具 ①,② につ いは 平均 点が 高 い ほ どそ の

分類 され た傾 向が 強 いこ とを示 し,測 定用具③ は,

高 い得 点 ほ ど情 報 量 が多 い こ とを示 す。

5.分 析 方法

分析 方法 は,統 計 ソ フ トSPSSを 用 い羊 水検査 に

対す る悩 み の有無 と意思 決 定 の様 相 に つ いて各分

類 にお け る平均 点 を算 出 し,妊 婦の 背 景 ・意 思決

定 の様相 ・羊水 検 査 に対す る悩 みの有 無 につ いて,

クnス 集計,κ2検 定,t検 定 を行 った。

意 思 決定 時 の対 処 方法 や 考慮 した こ と ・悩 ん だ

ことに 関 して は,自 由記載 され た内容 を言葉 の意

味か ら質的 に分類 を行 った 。

6.倫 理 的配慮

調査 に対 す る同意 は,各 施 設で研 究 者 も しくは

健 診担 当者 が研 究 目的,自 由意 思 で参 加 で きる こ

と,調査 へ の協 力 を しな くて も不利 益 の ない こ と,

途 中 で いっで も辞 退 で きる こ と を説 明 し,調 査 参

加 の意 思 を確 認 した 。同意 を得 られた 場合 にのみ

郵 送用 封筒 ・同意 書 ・質 問紙 を手渡 した。

皿.成 績

1.対 象 者 の 背景

質 問紙 は153名 に配布 し87名 か ら有 効 な回答 が

得 られ た(回 収 率60.1%有 効 回答 率945%)。 対 象

者 の平 均年 齢 は30.6歳(±5.04)で あ り年 齢の 範

囲は20～45歳 であ った 。20歳 台が41名(47.1%),

30～34歳 が30名(34,5%),35歳 以 上が16名(18,4

%)で あった 。分娩 歴 は初産 婦53名(61%),経

産婦33名(38%),不 明 ユ名(ユ%)で あっ た。職

業 は専 業主 婦 が69名(79.3%)と 最 も多 く,次 い

で会 社 員が5名(5.7%),看 護 師が2名(22%)で

あっ た。最 終学歴 は高校 卒 が51名(58.6%)と 最

も多 く,次 い で短大24名(27.5%)で あ った。不

妊治 療 の経 験 のあ る者 は10名'(11.4%),経 験 の な

い者 は77名(88.6%)で あっ た(表1)。

夫 婦 間勢 力 関係 で は 「夫支 配 型」30名(34%),

表玉
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表1対 象者の特性
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属 性 全体 羊水検査を 羊水検査を 検査を受けた

(n=87) 知 らない妊婦(n=47) 知 っている妊婦(n=40) 妊 婦(n=5)

n% n% n% n

年齢20歳 代 41471 2348.9 17425 2

30～34歳 3034.5 18383 1230.0 1

35歳 以上 16184 `
61a8 1エ27.5 2

分娩歴 初産婦 5361つ 2757.5 2665.0 3

経産婦 333&0 2042.5 1335.0 2

職業 専業主婦 697a3 38808 3177.5 4

会社員 7Zl 510.7 717.5 0

その他 Ul2.6 485 25.0 1

最終学歴 高校 515&6 2348.9 2870.0 3

短期大学 242ス2 1531.9 92a5 1

中学 66.8 48.5 25.0 0

大学 557 4&5 12.5 1

不妊症治療 経験あり 10U.4 24.3 820.0 1

経験の有無 経験なし 7788.6 4595.7 3280.0 4

羊水検査の 実施した 55!7
一} 512.5 5

実施の有無 実施しない 8294.3 47100.0 3587.5 一

「協 調型 」19名(22%)「 自律 型」24名(28%),「 妻

支 配型 」4名(5%),不 明10名 で あ った(表2)。

羊 水検 査 につ い て 聞い た こ とのあ る者 は39名(45

%)で あ り,今 回 の妊 娠 に おい て検査 を受 け るか

否 か を考 え た者 が20名(23%)で あ った。羊 水検

査 につ い ての 情報 源 の多 くは医師 と専 門書 であ り

(図1),そ の 内容 は主 に検 査 の 目的,検 査 によっ

て明 らか に な る疾 患,検 査 の方法 や 受 け られ る時

期 や 費用 で あ った(図2)。

2.羊 水 検査 に対 す る悩 み の有 無 と意思 決定 の様相

羊水 検査 を受 け るか否 か を検 討 した20名 の結 果

につ い て述べ る。20名 の 中で,羊 水 検査 を受 ける

か否 か の 決心 をす るの が 困難 だ っ た 妊婦(以 下,

困難 だ った 妊婦 とす る)14名 の意思 決 定 プ ロセ ス

の 中で重 要 で あ った こ とは,「 前 人 の伝 統 と業績 」

が15.4点 と最 も高 く,「直 感 と感情 」は11.4点 と最

も低 い得 点 で あ った。

ま た,羊 水 検査 を受 け るか否 か の結 果 を出す の

が容 易 だ っ た妊婦6名(以 下容 易 だ った 妊婦 とす

る)に お いて も,「前 人 の伝 統 と業績 」13.3点 が最

も高 い得 点 であ った(表3)。 情報 の量 につ いて は

困 難 だ った妊 婦 のi青報量 は平 均6.7点,容 易 だ った

妊婦 は4.3点 であ った 。

夫 婦 勢 力 関係 は,困 難 だ っ た妊 婦 の 夫婦 で は

「夫 支 配型 」が42.9%と 最 も多 く,次 いで 「自律 型 」

35.7%,「 協 調 型」7%で あ り,容 易 だ っ た妊 婦 は 「夫

支 配型 」50%,次 いで 「協調 型 」33,3%,「 自律型 」

16.7%で あ った(表2)。

妊婦 が 決 定 に際 して 悩 んだ こ とは,自 分 自身の

胎 児へ の思 い ・子 ど もの異常 や 障害 へ の不 安 ・検

査 の方 法 と内容 で あ っ た。 悩 みへ の対 処 方 法 で

は,央 との話 し合 い ・情 報 の収 集 ・成 り行 きに委

ね る ・自分 の とっ た 行動 の 理 由付 け をす る,で

あ った(表4)。
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表2夫 婦勢力関係

〔母 性衛 生 ・第48巻4号 ・

夫婦勢力関係 夫支配型 協調型 自律型 妻支配型 不明

本調査の妊婦全体 30名 ユ9名 24名 4名 10名

n=87 (345%) (21β%) (2ス6%) (4.6%) (11.5%)

羊水検査を受けるか否かの 3名 2名 1名 0名 0名
結果を出すのが困難だった妊婦

n=6
(5α0%) (33.3%) (16.7%)

羊水 検査 を受 けるか否 かの

結果を出すのが容易 だった妊婦 .

6名 ユ名 5名 0名 2名

n=14 (42.9%) (7ユ%) (3丘7%) (143%)

'ヲ㌻

羊水検査を受けるか否かの
21名 16名 18名 4名 8名

検討をしなかった妊婦

n=67
(31.3%) (23.9%) (2a8%) (6.0%) (120%)

その他

友人

遺伝 カウ ンセラー

医 師

15

10

看護師

助産師

保健師

イ ンターネ ッ ト テ レビ

単行本 週刊 誌

専 門書

図1羊 水 検査 に関す る情 報 源(複 数 回答)

目的
30

中絶で きる時期25明 らかになる こと

疾患の知識

受けられる時期

費用 方法

図2羊 水検査に関する情報内容(複 数回答)

· 440 
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表3意 思決定プロセスで重要であったこと(得 点)

意思決定 の プロセス 熟慮 集団の尊重 利益と損失 前人の伝統と業績 感情と直感

羊水検査 を受 けるか否 かの結

果 を出すのが容易だった妊婦

n=6

96 10.3 7.7 13.3 7.0

羊水検査 を受けるか否 かめ結

果 を出すのが困難 だった妊婦

n=14

132

「

132

」

13.3 15.4 1ユ.4

表4意 思決定時の悩みと対処方法

考慮 した こと ・悩 んだ こと 対処方法

胎児へ の思い

・どんな子 どもで も産 むこ と

・胎児 に対 する検査 の危 険性

・検査に異常があった時も中絶

はした くない

・流産の危 険性

夫 との話 し合 い ・夫 と話 し合 った

・夫の意見 に従 った

・夫婦で決め た

情報の収集 ・情報 を多方面 か ら得た

・経験者か ら話 を聞い た

・医師の助言 を参考 に した異常 ・障害へ の

不 安

・検査 で異常が見つかった時の

不安

・障害児 を産んで育ててい く不

安

成 り行 きに

委 ねる

・自然 に任せ ることにした

・考え ない ように した

検査の方法と

内容

・検査の結果がすべてではない

・前回も受けたか ら今 回も受け

る

・金額のこ と

行動の理由付け ・自分 にい い聞かせた

IV,考 察;

ユ.妊婦の意思決定の現状

妊婦の意思決定は重要他者である夫や家族との

人間関係の影響が強いことが予測されるため,日

常的な家事に関する決定について夫婦の勢・力関係

の視点で検討した。結果,「夫支配型 二夫の権威が

強い夫婦関係」が30%,次 いで 「自律型:夫 婦で

あっても各人の決断に任される部分の広い夫婦関

係」1が28%で あった。従来の夫主導による意思決

定だけではなく,妻 の自律した決定を大切にする

夫婦関係が増加 していることが推察される。

2.羊 水検査に関する意思決定

困難だった妊婦には,夫 婦のそれぞれが自分の

44ユ

堵o

責任で意思決定するという「自律型」の夫婦の勢

力関係が 「夫支配型」に次いで多かった。意思決

定において「自律型」の妊婦が困難を感じるのは,

羊水検査の意思決定を夫から自分に責任を一任さ

れることが大きな理由であると考える。責任の一

任は妊婦によっては 「goodenoughhusband」 と

認識することもあれば,「夫の責任放棄」と感 じる

こともある6)。つまり,自分の責任で決定する困難

さを妊婦は抱えていることが推察される。また,

「自律型」夫婦の場合,検 査に対するお互いの認識

が同一ではない場合,意 思決定の過程で妻が孤立

することが予測される。特に,羊 水検査に関する

相談を行う際に1ま,夫婦各人の検査に関する認識
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の差異や,決 定の責任がどちらにあるのかを把握

することが重要であると考える。同時に,夫 婦間

の認識の差異が存在することと,差 異を両者で確

認することを妊婦に説明し促していくことが必要

であると考える。

羊水検査に関する意思決定では,Pressら7)に

よって妊娠中絶に対する妊婦の感情や態度が影響

していることが報告されている。本調査で困難

だった妊婦は,古 くからのしきたりや荊例の存在

が重要であるとする 「前人の伝統 と業績」と自己

の決断が自己の属する集団にどのような利益や損

失を与えるのかを尊重する 「集団の尊重」を重要,

視し,自己の気特ちや感情を示す「直感と感情」は

重要でなかったと答えていた。しかし,検 査に関

する悩みについては,胎 児への思いや人工妊娠中

絶に対する感情が記載されていた。このような悩

んだことへの対処方法として,夫 との話し合いも

つこと,情 報を得ること,成 り行きに委ねる,自
1分にいい聞かせるがあげられ

,自 分の感1青を重要

他者に表現することなく決定を終了している妊婦

も存在することが推察される。

特に,胎 児に対する感情はその後の母子関係に

も影響することであり,妊 娠中に胎児へ否定的な

感情をもった場合の産まれた後の母子関係への影

響8)に対する配慮も12・要である。このような意思

決定の際に発生する感情は意思決定と相互に影響

するものであり,医 療や看護がどのように援二助介

入できるのかは十分に検討されておらず9),さ ら

なる調査 ・検討が今後の課題である。

妊婦のもつ情報内容については,市 川ら5)や戸

部ら10)の調査 と同様に検査の手技や目的であ り,

疾患についての知識や障害者の生活 ・家庭生活の

公的援助などの情報は少なく偏った傾向があった。

また,情 報量については,容 易だった妊婦は困難

だった妊婦と比べると少ない結果 となった。倫理

的判断に際しては,多 くの情報を基に熟慮した結

果の決定ができるよう情報量は十分であることが

望ましいと考える。

今回は情報提供を全例の妊婦に行っている施設

を対象としたが,羊 水検査について聞いたことが

あると答えた妊婦は半数以下の結果であった。出

生前診断に関心をもつ妊婦は多 くない現状を示す

〔母性衛 生 ・第48巻4号 ・

結果と考えるが,検 査を受けるか否かを検討して

いる妊婦にとっては最大の関心事であろう。自律

した意思決定を支えるためには,妊 婦の情報に対

するニーズを満足させるとともに,偏 った情報に

よって判断することのないよう,中 立の立場で公

平な情報をアクセスしやすい環境も含めて提供す

ることが必要であると考える。

V.結 語

今後,生 殖医療の急速な発達と臨床応用への

スピードはますます加速することが予測される。

生殖補助技術や遺伝技術が一般の入々の身近に存

在するようになり,新 しい技術が生み出す倫理上

の葛藤に苦 しむ女性や妊婦の増加も考えられる。

妊婦が自らの感情に気づき,公 平な惰報をもち,

夫婦で十分に検討 し意思決定がで きるよ'うなサ

ポー トシステムの体制を整えてい く必要があり,

看護職に求められる期待は大きいと考える。

本調査は妊娠22週 以降の妊婦を対象 としてお

り,す べての妊婦に一般化できる結果ではない。

今後は対象者の範囲を広げつつ検討していくこと

が必要である。

(謝辞:研 究にご理解とご協力 くださいました

各施設の皆様,ア ンケートにご協力 くださいまし

た妊婦の皆様に深謝申し上げます)

(なお,本 稿の要旨は第44回 日本母性衛生学会

において報告した)

(付記:本 研究は,札 幌医科大学修士論文の一部

に加筆・修正を加えたものである)
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Thedecisionmakingofpregnantwomenwhohavetoconsiderwhethertoundergoamniocentesisornot

SapporoHosbitalNTTE.C

NaoAraki

Abstract

InJapan,womenwhomakethe・choiceofprenataldiagnosishaveincreasedinrecentyears.However,

thereisstillnocureformanydiseases,evenifdetectedby亡heprenatalexam.Furthermore,itisdifficult

forthepregnantwomenandherfamilytoaccuratelyassessalthefactorsrelatedtoaprenataldiagnosis.

Theyareoftenrequiredtomakeseriousanddifficultdecision,suchaswhethertoundergoanabortion.

Objective:Tobetterunderstandthedecisionmakingprocessofpregnantwomenwhohavetoconsider

whethertoundergoamlliocentesisornot.

Methods:Thesubjectsconsistedof87pregnantwomenintheir22ndto26thweekofpregnancy

visitingthreedifferentoutpatientclinicswhorespondedtothequestionnaire.

Results二Theresultsofthedataanalysisof87pregnantwomenwereasfollows.Theyoftenmade

decisionsabouthouseholdaffairsunderthecontroloftheirhusbands.Essentialelementsindecision-

makingaboutwhethertotaketheexamornotweretheaccuracyandsafetyoftheexam,thetestresult

多'
andtheconsiderationforherfamilylsopinions.. ...♪

Andthesewomenweretornbetweentheirattachmenttotheirunbornbabiesandthepossibilityof

abortion、1'

Thesewonユengatheredinformationregar
.dingtheprocedure,themethodoftheprocedureandthe

possiblesideeffectsoftheexamination.Therewas,howeveralackofinformationaboutpublicsupport

forfamiliesraisingadisabledinfant.'.

Reflectingtheseresults,weshouldunderstandemotionalconflictsofpregnantwomen,andprovide

thernwithimpartialandenoughinformation.,

Keywords:amniocentesis,decisionmaking,pregnantwomen「semotiolls
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'rhe decision making of pregnant women who have to consider whether to undergo amniocen tesis or not 

Abstract 

Sapporo Hospital j\TT E.G 

Nao Araki 

In Japan, women who make the -choice of prenatal diagnosis have increased in recent years. However, 

there is still no cure for many diseases. even if detected by the prenatal exam. Furthermore, it is difficult 

for the pregnant women and her family to accurately assess all the factors related to a prenatal diagnosis. 

They are often required to make serious and difficult decision, such as whether to un~ergo an abortion. 

Objective: To better understand the decision making process of pregnant women who have to consider 

whether to undergo amniocentesis or nol 

Methods: The subjects consisted of 87 pregnant women in their 22nd to 26th week of pregnancy 

visiting three different outpatient clinics who responded to the questionnaire. 

Results: The results of the data analysis of 87 pregnane women were as follows. They of [en made 

decisions about household affairs under the control of their husbands. Essential elements in decision

making about whether to take the exam or not were the accuracy and safety of the exam, the test result 
• 

and the consideration for her famil/s opinions. 

And these women were torn between their attachment to their unborn babies and the possibility of 

abortion. 

These women gathered information regarding the procedure. the method of the procedure and the 

possible side effects of the examination. There was, however a lack of information about public support 

for families raising a disabled infant 

Reflecting these results, we should understand emotional conflicts of pregnant women, and provide 

them with impartial and enough information. 

Key words: amniocentesis, decision making. pregnant women's emotions 


